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伴い活発化することから（Bluck & Glu?ck, 2004；

































調査は 2010年 8～ 9月に、教員向け講習会で無記
名式の質問紙を配布して回答を求め、その場で回収
した。フェイスシートでは、大学時代に教員として






男 9  4  6  19
非常に強かった 女 11  9  10  30
（志望・強群） 未記入 0  1  0  1
計 20  14  16  50
男 9  5  11  25
やや強かった 女 11  9  9  29
（志望・中群） 未記入 1  3  0  4
計 21  17  20  58
男 6  18  10  34
あまり強くなかった 女 7  7  5  19
（志望・弱群） 未記入 0  0  0  0








































































































































＊は本研究で新たに追加した項目。他は Takahashi& Shimizu (2007)の日本版MCQによる。
























平均 SD  t値
中（n＝21)
平均 SD  t値
弱（n＝13)
平均 SD  t値
明 確 5.61  0.72  10.04?? 5.41  0.70  9.29 ?? 4.72  1.23  2.10
自伝的推論 5.19  0.99  5.39 ?? 4.89  1.02  4.01?? 3.87  1.11  0.44
感 覚 2.56  1.21  5.33?? 2.38  1.00  7.44?? 2.17  1.06  6.22??
関 連 4.64  1.09  2.61? 4.55  0.85  2.97?? 3.88  1.00  0.43
時 間 4.38  1.05  1.63  4.23  1.07  0.97  4.29  1.02  1.04
感 情 4.58  2.61  0.99  4.60  2.17  1.23  3.58  2.14  0.71
現 実 性 5.03  1.27  3.63?? 5.05  1.33  3.60?? 4.64  1.45  1.59




平均 SD  t値
中（n＝17)
平均 SD  t値
弱（n＝25)
平均 SD  t値
明 確 5.53  0.95  6.02?? 5.40  0.91  6.33?? 5.23  1.06  5.80??
自伝的推論 5.05  1.25  3.15?? 4.24  1.52  0.64  4.66  1.01  3.28??
感 覚 2.87  1.52  2.78? 2.29  0.85  8.35?? 2.45  1.01  7.66??
関 連 3.90  0.96  0.40  4.03  1.25  0.11  4.02  1.17  0.10
時 間 4.64  1.07  2.25? 3.99  1.18  0.04  4.17  1.21  0.69
感 情 4.89  2.29  1.46  3.76  2.24  0.43  3.62  1.95  0.97
現 実 性 5.07  1.69  2.38? 5.27  1.32  3.97?? 5.05  1.26  4.17??




平均 SD  t値
中（n＝20)
平均 SD  t値
弱（n＝15)（注)
平均 SD  t値
明 確 5.68  0.78  8.65?? 5.51  0.85  7.90?? 5.11  0.95  4.53??
自伝的推論 5.32  1.10  4.79 ?? 5.05  1.15  4.10?? 4.44  1.09  1.56
感 覚 2.76  1.02  4.88?? 2.64  1.14  5.32?? 2.81  1.29  3.57??
関 連 4.36  1.44  0.99  4.33  0.99  1.52  3.63  0.93  1.55
時 間 4.54  0.93  2.31? 4.34  1.08  1.41  4.54  1.40  1.50
感 情 5.09  2.27  1.92  4.65  2.15  1.35  5.37  1.52  3.49 ??
現 実 性 4.98  1.22  3.21?? 5.37  1.55  3.94?? 5.20  1.29  3.60??



































































明 確 5.61 a  0.79  5.44  0.81  5.07 b  1.08
自伝的推論 5.19 a  1.08  4.75  1.25  4.40 b  1.09
感 覚 2.71  1.23  2.44  1.00  2.48  1.11
関 連 4.34  1.20  4.32  1.03  3.88  1.06
時 間 4.50  1.00  4.20  1.09  4.30  1.22
感 情 4.83  2.38  4.37  2.18  4.10  2.02
現 実 性 5.03  1.36  5.22  1.39  4.99  1.31
空 間 4.93  1.65  4.97  1.76  4.47  1.82
ゴチック 志望の効果が有意だった因子。
a b 下位検定（HSD検定）の結果、差が有意だった群。a＞bを示す。






















平均 SD  n
 
40歳代
平均 SD  n
 
50歳代




6 手ざわりや肌ざわりはたくさんある。 2.09  1.48  54  2.29  1.86  55  2.86  1.93  51  3.10 ＊ (注)
【F4：関連】
38 人に話した回数は何度もある。 4.17  2.10  54  3.29  2.07  56  3.41  1.99  51  3.07 ＊ (注)
【F6：感情】
23 全体の印象はよい。 4.46  2.37  54  4.21 b  2.23  56  5.27 a  1.98  51  3.31 ＊
a b 下位検定（HSD検定）の結果、差が有意だった群。a＞bを示す。
＊ p＜.05
(注) 第 6項目と第 38項目は分散分析の結果では志望の主効果が有意であったが、HSD検定ではいずれの群間の差も有意にはならなかった。ただし Fisherの LSD検定




平均 SD  n
中
平均 SD  n
弱
平均 SD  n
 
30歳代 5.35  1.66  20  4.67  1.93  21  3.77  1.88  13
 
40歳代 5.08  2.10  13  3.06  2.33  17  5.00  1.63  25
 




平均 SD  n
中
平均 SD  n
弱




9 きわめて詳細である。 5.20 a  1.16  50  4.72  1.54  58  4.25 b  1.79  53  5.82 ＊＊
27 感じたことをはっきり覚えている。 6.22 a  0.87  49  5.84  1.03  57  5.53 b  1.58  53  4.22 ＊
10 順序は一貫している。 5.60 a  1.44  50  5.28  1.40  57  4.79 b  1.93  53  3.69 ＊
31 考えたことをはっきり覚えている。 5.66 a  1.40  50  5.50  1.47  58  4.91 b  1.76  53  4.20 ＊
30 今の感情はきわめて強い。 4.88  1.49  50  4.95  1.53  58  4.32  1.44  53  3.43 ＊ (注)
【F2：自伝的推論】
26 大きな意味を持つと思った。 5.43 a  1.74  49  4.33 b  2.18  57  4.40 b  1.96  53  5.99 ＊＊
41 考え方や感じ方に強く影響した。 5.70 a  1.22  50  5.26  1.38  57  4.96 b  1.68  53  4.13 ＊
32 教えられることはたくさんある。 6.06 a  1.08  50  5.39 b  1.47  57  5.02 b  1.67  52  7.79 ＊＊
39 今の自分との間につながりが感じられる。 5.48 a  1.53  50  5.00  1.73  58  4.43 b  1.80  53  4.68 ＊
45 職業選択に影響した。 4.72 a  2.08  50  4.12 a  2.05  57  3.17 b  1.98  53  7.80 ＊＊
【F3：感覚】
22 この出来事は長い。 3.30 a  1.56  50  2.53 b  1.48  58  2.77  1.63  53  3.81 ＊
【F4：関連】
42 この出来事と関連する記憶を思い出せる。 4.60 a  1.67  50  4.48 a  1.55  58  3.74 b  1.58  53  4.25 ＊
44 再び経験している気持ちになる。 4.22  1.68  50  4.74 a  1.54  58  3.83 b  1.61  53  5.64 ＊＊
【F5：時間】
18 何年に起こったかはっきりしている。 6.46 a  1.13  50  5.97  1.27  58  5.55 b  1.85  53  3.98 ＊
a b 下位検定（HSD検定）の結果、差が有意だった群。a＞bを示す。
＊ p＜.05 ＊＊ p＜.01




















































30歳代 強 12  7  1
中 14  6  1
弱 6  7  0
 
40歳代 強 8  6  0
中 3  10  4
弱 8  15  2
 
50歳代 強 12  2  2
中 9  8  3





強 32  15  3
(64.0) (30.0) ( 6.0)
中 26  24  8
(44.8) (41.4) (13.8)
弱 26  24  3





30歳代 32  20  2
(59.3) (37.0) (3.7)
40歳代 19  31  6
(33.9) (55.4) (10.7)
50歳代 33  12  6
(64.7) (23.5) (11.8)
数値は人数。( )は％。
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